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トルコからのたより

①

井上英二

地質調査所有炭課井上英二技官は去る7月9目日本を発ち

1年の予定でM.T.A.(トルコ政府鉱物資源開発研究所)

において技術協力を行なっている現地からはすでに数通の

便りが届いておりそれらには今まで比較的矢口られていない

トルコの社会と自然のふんいきや地質のことなどにふれてい

るので同技官の了解をえてその1部をここに紹介すること

にした.

(石炭課徳永)

第1個アンカラにつく

7月12目無事アンカラに到着しましたが空港には大

使館員の方々や先発の秋月氏が迎えにきて下さいました

悪戦苦斗とんだネギカモとなったカイロベイノレｰトで

の数目の生活にくらベァンカラは故郷のように感じま

すそ押というのも街路がまことに美しくプラタナス

の並木ポつづきちょうど札幌を思わせる様子その印

象カミ東洋的とでもいうのでしょうか心に安らぎを感じ

させます.まず秋月氏の泊っておられるホテルにおち

つきましたがここは1泊30トノレゴリラ(1200円)いわば

浅草的下町の繁華街の真中1ζあります在留目本人の多

くは山手の見晴しのよい住宅街にすんでいるとのことで

した.

早遠大衆食堂(シブヤ食堂のような所をご想像下さい)

で食事をしています林内容はたしかに栄養があります.

先便でカイロの異臭のことをかきましたがこれは正し

く名だたる羊肉のシシカバブｰ(焼肉)の臭いだとわかり

ました.

アンカ多:城壁から免た新市街ウルス(ULU警)とアンカタ高原

位置図

�吮�

目指すM.T.'A｡(鉱物資源開発研究所)には昨同大使

館の方につきそわれて初めて訪問しました.所長アル

バン博士不在につき副所長工一ケット氏に拶挨正式

の契約書にこちらだけのサインをしましたが先方はき

わめて好意的でした.私は鉱床部の石炭課(Lignite

SectOn)に配属されとりあえずアンカラ県の第三紀の

褐炭調査に従事ということになりそうです.

課長は精停そのもののエネルギッシュなトルコ人ト

ウミュｰノレ(Tu耐r)博士で課員は30名今その大部

分はフィｰルドに出ているそうです.フィｰルドの期

間といえば驚ろくなかれ5～6ヵ月間これには少々が

っかりしました所内で英語カミ講せる人は5～6人に

1人ドイツ語が2～3人に1人位フランス語は5人

中4人までO.K.という有様です.したがって私の面

倒は英語の話せるヴェデインク(Weddi㎎)博士という

ドイツ人がみてくれることになりました.M.T.A.は

目下近代的なビノレを建築中で来年7月に移転の予定で

す.標本の1部はすでに移転を開始していますが現

在の状態は地質調益所の溝ノロ十河田町÷2といった

感じできれいとはいえません.1室には2名づつ泣

入っていますが私は出張中の誰かの席をとりあえずあ

てがわれました.

このM･T.A｡に通うには当所の7台のバスが運行さ

城壁と1員揃衛(アンカ多)蛾壁は習一㌣踏代に嬢て島れたが以後セル

ジュクトル=1に占拠された肩垣は安山岩質凝灰岩と粉岩城壁

内の1同市街は比較的貧しv･人が多い�
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れています.9時出勤し1211寺まで仕事12時から141時

まで2時間はひる休みこの時もまたバスが出て皆自宅

へかえります午後は14時から17時半まで勤務17時25

分になりますと部長｡課長をはじめ小使さんに至るま

で一斉にか売りますはっきりしていますね目下部屋

は冷房なし扇風機なしで暑いこと暑いこと.

･(7月14目アンカラM.T.A.にて)

第2侵出張準備

当地アンカラにきて早や半月となり生活にも少し馴

れてきました前回にご紹介したヴェディング博士と共

にトルコ南西部の第三紀鮮新世褐炭田の調査に行く予定

ですカミシｰプやトラックの準備のためまだ確定的では

ありません.私のいるM.T.A｡というのは予想以上大

きいことカミわかってきました所員は全員1000人位そ

のうち専門家は500人位運転手も30人位います.

作業の基本となる地形図にはi/lo万と1/2.5万カ三あり地

質図幅としてほ一/50万と1/10万がありなかなか整ってい

てこの地域の国としては予想以上組織だった研究所セす.

研究所から一歩外へ出た社会ではことばの通じない

あは驚ろくばかりで考えてみますとよくまあ図々しく

たった1人で毎日生活しているものだとわれながらあ

きれています.大げさにいえばアンカラ市内ではト

ルコ人10人中外国語のわかるのは2～3人位それもド

イツ語やフランス語で英語は比較的若い世代に通じる

といっても全く貧弱なものです.そんなわけですから

出張前のいろいろなむずかしいことは全部私の部屋の

アタック(Mr.Atak)氏という好漢と美人マダムのダ

ｰロｰ夫人がやってくれ本当に親切なのにありがたさが

身に浸みます.

トノレコでの地質屋の出張準備についておしらせしまし

ょう.出張に当ってはM.TA.カミ作業用衣服･靴･帽

子などすべて支給してくれる立前らしくいくら私が作

業用のものを貝本から持ってきたといって実物をみせて

も納得してくれませんそれで今日庶務の人といっしょ

にアンカラの町へ作業;衣を買いに出かけました.

その人は全然英語ダメ店の人ももちろんできません

のでShopPingがどんなものであったかご想像上さい

とにかくダブダブのシャツ2着と背広のズボン2着を買

いました.こうした衣服よりもフィｰルド用としては

安価な木綿の方がよいわけですカミたまたま店にいた団

令子ばりの娘が通訳してくれrM.T.A.で働いている

ならば当然背広だろう｣というばかりでとうとう買わさ

れてしまったわけです.

おかげで背広で1⊥1歩きということになりそうですが

登山靴の代りに皮靴その他1帽子など合計目本円にして

1～2万円の買物しかも全部MT,A一持ちです.こ

うして所員はフィｰルドの季節ごとに作業服の支給があ

るそうです.またこれと共にベットフトンシｰツ

食器など買こみフィｰルドに向うことになりました.

気候

､あわただしくすごしているアンカラの日々ここも今

は夏です暑い目中は32～34℃時に40℃近くになると

思われます(アンカラは北緯40℃ちょうど盛岡位に当

る)夜8時時頃大部涼しくなったと思って寒暖計をみる

と31℃しかし不思議にも汗はかかず一寸でも風があ

るととても涼しく感じ｡ます昨日は珍らしく曇天でした

が爽かで秋の北海道そのものアンカラはまた札幌と似

てとにかくプラタナスの多い街です.

食事

研究所にかよう毎日では食事のことも生活の一部とし

て無視できないものです.トルコの食事は油ヅコイと

いわれ着いて1ヵ月位は下痢をするとおどかされてき

ましたカミ別にそれ種油っこいとも思われず幸食欲は

旺盛です.ちなみに朝食はビレキ(パンとパイの中間)

とレモン水とアイラン(ヨｰクノレト)またはミノレクで目

城壁(ヒサｰル)榊こすむ子供逮(アンカラ)

旧一マ時代浴場跡AD3世紀のもの遼剣けクチュルクの廟がみえ

る(アンカラ)�
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本円にして60～80円昼食はMT.A.の食堂で2～

3品(80円)これは毎日献立カ麦かわるので楽しみです.

夕食は下の上か中級のレストランでオムレツやシシカ

バブｰトマトサラダなど(400円以下)ですませます

トルコ人は意外に少食のようでヤセの大噴の私程品数

を揃える人は少ないように見うけました.

とくにここに来て感じたことは今果物カミおいしく豊

富で桃･西瓜･メロン(日本のとは少しちがう)｡ブド

ｰ･西洋梨｡リンゴなど出回りメロンはとくに豊富です.

コｰヒｰといえばほとんどの場合有名なトルココｰ

ヒｰでしかもほんの一口のカップの中にコｰノレタｰノレ

のように底1/｡にとろりとしたカスが入っています.

とくにスヘシャノレコｰヒｰといえばネスカフェを出し

てきます.MT･A.でも目に5～6度も各室をまわっ

て茶をうりに来ます紅茶･コｰヒｰ時にはジュｰス

と気のむいたときのみながら同僚としゃべるわけです

がその人々をご紹介しましょう.

同僚

所員の大半はもちろんトルコ人ですがドイツ人の地

質屋カミかなりいますし階級差ははっきりしているよう

です.

私の机の前のマダムは地質図のコピｰをしたり色を

ぬったりしておりますが聞けばイスタンブｰル大学

の地質学科を卒業したとのことアタック氏はイスタン

プｰル工科大学卒20才台のナゴマン博士はフランスの

大学出身の花粉学者前の室のヴァイスキルノ･一

(Weiskirher)氏は2年前ドイツからきた人ヴェディン

グ博士はやはり1年々々と契約ごとにたのまれてもう

13年もトルコにいるとかいうことです.とにかく新興

の意気大いにあがるといった青年期のふんいきがありま

すちようど今仕事の花カ欄きつつあるといった感じで

よい折りにきたもめだと思いました.

(7月26目アンカラにて)

ブルドルの街人1コ約3万県庁所在地背後はカレドル湖

第3信プルドル行

8月2日アンカラを劣ら同市西南方490kmにあるブ

ノレトノレ(Burdur)という町に滞在し以降第三紀鱒新世

の褐炭調査を1万分の1の地形図で行なっています.

この町はブノレトノレ湖のほとり海抜900mの所にあり

白樺やプラタナスの茂る静かできれいな所です地中海

から120k㎜ばかり内陸に入ったところでここにきたの

は前述のヴェディング博士(57才)私とトルコ人の運転

手の3名のパｰティｰでした出張にさいしては1人の

調査でもかならずジｰプと運転手1名が組みとなるこ

とカ淀っています.ここえくるまで東京一大阪間位を

7時間かかりました遣はよかったのですカミ広漠とし

たハゲ山･高原の連続で最初はその雄大さに打たれまし

たが2時間もしてすっかりウンザリしてしまいました.

このブノレドルではアパｰトを借り3人名白自炊とな

りましたかねて携えてきたベット･椅子･机などをも

ちこみヴェディング博士はドイツ和ほ日本運転手は

トルコと3人3様の料理を作ります.MT.A.の石炭

課ではテント生活をすることはまずないそうですこう

してジｰプを持参すれば町へ泊れますから.

調査の第1目と2目目は役場や警察への拶挨と借球さ

がしに暮れてしまいます.これはどこやらの国と似て

いますね.3冒目になると2万5千分の1と1万分

の1地形図の使用許可を駐屯部隊の司令官のところに求

めにゆきます地形図はト!レコ国の秘密事項となってお

りわが国の戦時中と同じようにうっかり使うと手が後

へまわることになります.地図に記入したノレｰトマッ

プはすべて調査後にM.T.A.に返さねばなりませんが

これら地形図はすべて空中写真から図化したものです.

ブルドルの地質

ブルドル付近に分布する鮮新世の地層は厚さ400～

500mで白亜系の石灰岩を不整合におおって10℃位傾

斜し写真でごらんのように金山禿山所海にみごとなケ

カパルの市場簿週火曜引』ひらかれ近郊から統堵

と殺突老

果物や野菜をもち

こむ�
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スタ地形を作っています.岩質がまた凝灰岩と凝灰質

頁岩からできているときているので目にてらされて白

色に輝き目中歩くのもつらい位です.水はおろか木

陰1つなく腰を下す所もカンカン照りの真中ですそ

れで私たちは朝5時半起床6時半出発12時半調査終

了借家にかえって食事作り午後は整理｡ヒル寝衣は

10～11時に寝るという毎日です.正味調査は6～7時

間半朝寝坊の私カミ5時半に眼覚めるのですから正にお

どろきです.全山総露出というこの地域ではゴマ化

しは絶対ききません択をあるいても駄目尾根それ

も高い尾根をあるき時々腰を下して周囲を見回し岩相の

変化をトレｰスしそのまま地質図をかくという方法が

一番能率的とさとりました.したカミってハンマｰを振

うことも少なくdip･strikeも目に数度しかはからず腰

を下してはタバコをふかしスケッチし景色を眺め行き

かう牧夫と山羊の灘に変化を求めカメラに収めるといっ

た日課です.こういったテキスト通りのフィｰルドが

日本にあったらさぞ学生の訓練用に好適でしょう.地

層としては日本の岐阜県瑞浪の本郷層以上のものとよく

似ていてわずかに緑がかった部分赤みカミかった層位

炭酸カルシュウムの沈積といわれるトラバｰティン

(traue耐三ne)などによって細分できます.

ヴェディング博士の地層分帯がよくわからないので

どこか塊かとカミッイたところ｢近くで石を叩いても

同質だからダメできるだけ遠くからみなさい｣とい

われなるほどとなっとくさせられました.しかし分層

の境界をはっきりさせるための尾根気に1/1000の柱状図を

作りましたところ鍵層の追跡や岩相の対比がわかって

きますと今度は博士カ茎私に｢自分の地域でも柱状図

を作るように｣といわれるようになりましたしかし博

士は非常に経験豊富よい人と組んだものと思います.

ブルドルの石炭と岩質

ブルドル付近の炭層はその鮮新統の基底部にあります

､轟､鵬一､鵠1

厚さは1.5m3000へ4000カロリｰです目下炭鉱は開

発初期で採炭夫4名トロッコ押し2名というわけで

先日坑内をみてくれといわれ坑内に入りましたところ

炭層は断層に当ってみごとにチョン.忠告といっても

ことぱの関係で｢ソｰラヨク(右側ない)｣｢サｰヴァル

(左側ある)｣たったそれだけ.とにかく簡単なもので

す.しかしトノレコ全土の鱗新統には至るところ褐炭層

が入っているようです褐炭(1ignite)といっても日本

の常磐の石炭などはこちら流にいえば1igniteに入りま

すしカロリｰも6000近くの毛あります.

造山帯のせいでしょうか鮮新統といえども岩質はか

たく九州の骨石層をご想像下されば当ります.

ブルドル湖は地図でみると小さいのですがきてみて

その大きなのに驚ろき早遠目本の湖と比較しましたら

ほぽ霞カ浦ほどあることがわかりました.'博士に案内

されてこの湖成堆積層を見ましたときMyti1us(いが

い)の幼貝化石カミ密集していましたのでこの湖は手か

ん半淡かとたずねましたところそんなことはないとい

われ自分で水をなめだら塩からかったので安心しまし

た.湖の岸からはガスがブクブク出ているのを見て

日本ならぱと思ったことでした.

このブルドルの町は古い所らしく山を歩いていて恩い

カミけず野原に古代ロｰマ時代の石灰岩の柱や彫像がこ

ろがっているのを見ることがあります.朝目に映える

こうした遺物をみるとき思わず悠久の歴史の中に身を

おいていることの感激をおぽえますまたこれよりずっ

と古いBC3000～5000年の土器もみつかるそうです.

ケスタの上のなだらかな牧草地や農地では目下小麦

の収獲期男女が粗末な服をきて全く原始的な農耕を行

なっています.カメラを向けますと男と子供(男に限

る)はすぐにボｰズをとりますが女は一切駄目ヴェ博

士の話によると先年オランダの地質家がトルコ東部で

女性を撮影して殺されたとかいかなる女性にたいして

も十分心しておりますからご安心下さいとくにトルコ

カげル市街の後背地鱒新統の山地

白色凝炭質頁岩と丁脳禍紬neの互層暗色部憾貿鐙禍燦鱈はこの層の1〕a3eにある�
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の女性は節操堅固です.プノ㌣ドノレを去るというのでア

パｰトのおっつあんが私の両ほほにキスしてくれまし

た親愛の情だそうですその娘さんはただ握手だけ

やがてブルドルに別れをつげます.

(8月18目ブルドルにて)

第4信也麗

トルコの大地震についてお見舞ありカミとう存じました

このようにまだ生存していますからご安心下さい今回

の出張地と震源地は東と酉の反対方向で地震当目ラジ

オでいち早くキャッチしたヴェ博士が事件を教えてくれ

ました.最初死者74人ということでしたが目が経つ

につれ400人から2000人さらに3000人ということで

その度ごとに｢チョｰク(非常に)テリブル｣といいあっ

たものでした｡21目に地中海沿岸のアンタリア(トル

コの名勝地)へ行った折も新聞にデカデカと地震の写真

カ油ていましたがトルコ語でサッパリわからず先日自

宅より新聞の切抜がとどきはじめて詳細を知ったわけで

す.そうとLったらいち早く情報を日本にうりこめば

よかったのにとわれながらニュｰス感覚のなさをなげく

ぱかりですMTAからも早速現地へ飛んだようです.

それよりも昨29目同課のマダムから｢東京付近で震度7

の大地震カミあった｣と知らされ早速ひる休みにK.L.M.

の事務所につとめるロイ･ジェｰムス氏の弟君のところ

へ飛んでいったところ彼から震源地が松代付近である

と教えられ胸をなで下しました.

トルコの震源地である東部やイズミｰル･イスタンプ

ｰノレ南方等は新期火山地帯で地震も多い所だそうです.

トノレコの住宅はレンガ造り恋ので恐ろしいです.ブル

ドルではアパｰトの1階をかりていましたが次回から

は最上階をかりることにしよう｡

アン多リア

アンタリア地中海沿岸の風景のよいその土地はむし

ブルドルの山地の尾根羊飼と山羊にあう

ブルドルにおける井上技官

署く2ヵ月振りで故国局本を思い出しましたじっとし

ていても汗がふき出す程で頭痛がして最色見物どころ

ではありませんでした.それでも33℃というのですか

らはるかに皆さんが暑さになやまされておられるのを

思い出しました.このアンタリアでは床屋の椅子や

タイヤの広告など日本製品の名前を見るごとに感激しま

した.写真屋にゆけば日本のカメラをほめてくれます

がフイルムの高いことコダックカラｰ1本2400円ト

ノレコブイルムモノクロでも400円はしますしかし全般

的としてはドイツ製品カミ圧倒的に多いです.

今日はトノレコ革命の父アタチュルク(ケマル･パシャ)

の祭日で休みアンカラの市中も朝からトルコ国旗がに

ぎにぎしくかざられかがり火がたかれたいへんな人

出です.

アタチュルクの肖像はM.TAもちろん市中至る所に

飾られています昔都会･田舎をふくめて約2ヵ月ど

うやらトノレコの空気にもなれてきましたトルコ人は正

直親切であるが東洋人的感覚というにはそこにちょ

っと異質のものカミあるような気がしてきていますそれ

はデリカシｰの問題であるかもしれません.(つづく)

(8月30目アンカラにて)

アンタリアの町地中海沿岸にあり人1コ約6万景色がよV･古代ロｰマの

遺跡にとみ手前の城壁もその1つ�


